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CO2 から得られるメタノールを原料として

BTX(ベンゼン・トルエン・キシレン)を合成する

MTA(Methanol-to-Aromatics)反応は、カーボン

ニュートラルの観点からも有用である。本系では

MFI 型ゼオライト触媒が広く研究されており、

Ga導入によりBTXを高収率で得られることがわ

かっている。 

本研究では、MFIと類似構造を持つMEL型ゼ

オライトに着目した。MEL は直線状細孔由来の

優れた分子拡散性を有するが、MTA 反応への検

討例が少ない。今回、三価金属が Al のみの Al-

MELと、Al,Gaを導入した Al,Ga-MELを合成し

た。これらのサンプルの SEM 像および MTA 反

応試験の結果をFig. 1に示す。Gaの導入に伴い、

BTX選択性が向上した。 
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